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研究成果の概要（和文）：正確ながん登録とデータを分析・評価できる実務者育成を目的に、演習用電子教材と
教育用がん登録システムを開発した。教材は、院内がん登録情報を集約したサマリーを作成した。登録システム
は、FileMakerで開発した。
サマリーは、演習結果を元に実務経験に合わせて作成した。 登録システムは、院内がん登録演習用と登録デー
タの集計・分析用の２つの機能を構築した。さらに、登録データの活用法を学ぶために、データの検索・項目別
集計及び結果のエクセル出力、統計分析演習用にデータベース内のがん登録情報ダウンロード、自施設の院内が
ん登録データをアップロードして利用の3補助機能を設けた。演習後、教材の評価と改良を行った。

研究成果の概要（英文）：Beside highly accurate cancer registration, we developed the electronic 
teaching material for exercises and the registration system for the purpose of developing cancer 
registrars to analyze and evaluate registration information. As a teaching material, we created a 
summary that summarized in-hospital cancer registration information. This summary was made based on 
the results of the exercises and according to practical experience. The system was developed with 
FileMaker, and has built two functions, one for in-hospital cancer registration exercises and the 
other for aggregation and analysis of registration data. Moreover, three auxiliary functions are set
 to learn how to use the data. The functions are data search, itemized aggregation and result Excel 
output, cancer registration information download in the database for statistical analysis exercises,
 and in-hospital cancer registration data uploaded and used. After the exercise, this teaching 
material were evaluated and improved.

研究分野：診療情報管理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
がん対策として院内がん登録を実施していくには、実務者だけではなく、将来がん登録を担う人材育成が必要で
あり、実務経験に合わせた教材は役立つと考える。また、登録の精度が上がれば、それに伴いデータ活用のでき
る実務者が望まれる。そこで、院内がん登録演習用と登録データの集計・分析用の２つの機能を構築した。
FileMaker サーバーにVPN接続すれば、ライセンスがなくても他施設の利用者とデータを共有することができ
る。ライセンスがあれば、FileMakerのソースファイルをダウンロードして、自施設のコンピュータにアップロ
ードして使用でき、好きなようにカスタマイズも出来る。利活用範囲の広さが利点である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

2013 年 12 月に院内がん登録をベースとする「全国がん登録推進法」が可決され、全がんデー
タを国立がん研究センターのデータベースに集約することになった。精度の高い院内がん登録
の情報はそのまま全国がん登録のデータの精度にもつながる。そのためには、精度の高いがん登
録のできる実務者が必要となった。こうしたことを背景に、がん登録実務者は国立がん研究セン
ター主催の講習を受講し、資格認定後も更新試験に合格することが義務付けられたことで、院内
がん登録のデータはある一定の精度を担保できるようになった。その一方で、これまで院内がん
登録を実施していなかった医療機関も全国がん登録のデータを提出するようになったことで、
これを機にがん登録を始める実務者の教育も必要になった。2016 年度採択の「がん登録実務者
教育のための教材開発」では、院内がん登録項目を集約した模擬サマリーを電子的に作成し、エ
クセルで作成した演習用登録シートを用いて院内がん登録演習を行った。そして、この演習の結
果から実務経験の有無やその長さに応じた教材と院内がん登録実務に即応した演習の必要性が
明らかになった。また、精度の高いがん登録ができても、自施設のデータを分析してその結果を
評価している施設は少ないのが現状である。これは、データ分析のできるがん登録実務者を教育
するための教材と教育の機会が不足しているためと考えられた。 

 

２．研究の目的 

 がん登録実務者育成のため、登録演習用教材作成と登録実務の演習を行うためのデータ入力
システムとデータを利用して分析手法や分析結果の評価を学ぶためのシステムを開発する。 

 

３．研究の方法
本研究では、がん登録実務資格を持っているがん登録実務者に加えて、がん登録実務経験がな

いか、あっても経験の少ない学生も対象にする。教材として、実務経験に合わせた「模擬サマリ
ー」（以下、サマリー）の作成をする。「サマリー」を用いて「教育用がん登録システム」（以下、
がん登録システム）に院内がん登録項目を登録する演習を行う。「がん登録システム」に蓄積し
たがん情報を利用して分析とその結果を評価するための教育法を開発する。本研究では、次の 3 

点を柱とする。  

（1）教材の作成：がん登録実務経験に合わせた
サマリーを電子的に作成した。（2）がん登録
システムの構築：開発者、システム管理者、学
生の 3 種類のアクセス権限を設定した。院内
がん登録標準登録様式（2016 年版）に即した
登録演習ができるシステムを FileMaker で構
築し、12 台の端末にインストールした。シス
テムは５個のデータテーブルと 49 個のマス
ターテーブルから構成した。データテーブル
はがん登録項目に対応し、患者情報、腫瘍情
報、初回治療、生存状況情、管理情報である。 

（3）データの分析と評価法：教材とがん登録シ
ステムを用い、精度の高いがん登録だけでな
く、登録したデータの分析とその評価もでき
るがん登録実務者の育成につなげる。本研究
の構成を図 1 に示す。 

 

 

４．研究成果 

（1）教材の作成 

大学院開発の教材データベース（以下、教
材 DB）1）内の模擬カルテをもとに院内がん登
録に必要な情報を集約したサマリーを作成し
た。2019 年度はがん登録システムが未完成の
ため、2020～21 年度は、COVID-19 感染予防
でオンラインでの演習となったため、教材DB

に作成した演習用サマリーを PDF に変換し
て、がん登録システム構築以前に使用してい
た Excel の「演習登録シート」3）と共に学生
に提供した。演習の結果から、評価と改良を
行った。併せて、学生が迷ったり間違いがち
な項目を取り入れた改訂版サマリーを作成し
た。内訳を表 1 に示す。 

 

図 1 がん登録実務者のためのがん情報分析と 

   その評価法教育に関する研究 

表 1 サマリーの内訳 

 



 

（2）がん登録システムの構築 

患者情報は１患者に 1 つだけとし、腫瘍情報は腫瘍の数だけ存在する。各腫瘍に紐づいて、初
回治療、生存状況、管理情報が存在する。演習で登録した情報はデータベースに蓄積される。登
録演習用のメニュー画面を図 2 に、新規患者登録画面を図 3 に示す。 

                 
 
 
① システムを起動して、アカウント名とパスワードを記入するとそれぞれの権限に応じたメ
ニュー画面になる。学生のメニューは、1）新規患者登録 2）患者一覧 3）腫瘍一覧 4）集計・
出力 の 4 つである。開発者とシステム管理者には、5）管理 6）再ログインのメニューがあ
る。5）管理で、学生が演習で登録したデータ・テーブルの出力やデータ・テーブルのインポー
トの他、統計分析用データの出力やインポートの管理を行うことができる。 

② 学生が内容をよく理解した上で、間違い無く登録できるように、入力を補助することに重点
をおいた。1）プルダウン方式による選択 2）部分一致入力 3）登録項目の解釈や説明等の情
報提供 4）日付入力時のカレンダー活用 の 4 つである。 

 

（3）データの分析と評価法 

データベースには 2 種類の病院を設定できるようにした。1 つ目は図 2 で示した登録演習用
の病院（未来病院）で、演習で登録する患者はすべてこの病院に所属する。2 つ目は分析用に使
用する病院（宇宙病院）で、メニュー画面は登録演習用と同じだが、データを変更することがで
きない。データの活用法を学ぶために構築した機能は、 

① データの検索：部位別、ステージ別、年齢階層別集計及び結果のエクセル出力 ② データ
ベース内のがん登録情報をダウンロードして統計分析演習 ③ 自施設の院内がん登録データ
をアップロードして利用 の 3 つである。 

集計・出力の画面を図 4 に、例として部位別・診断年別集計を図 5 に示す。 

 

 

  

 

（4）サマリーとがん登録システムの提供 

本研究の成果を学内だけでなく、希望する施設や個人に提供して利用の範囲を広げる。 

①サマリー：院内がん登録演習用の教材として提供する。「教育用電子カルテ共同利用協議会 2）」
（以下、電子カルテ協議会）に参加している教育施設は、教材 DB 内に作成したサマリーを利用
できる。その他の施設は、PDF 化したサマリーまたは自施設のがん登録情報を利用する。 

②がん登録システム：2 つの利用形態がある。 

1）自施設内のみで使用：FileMaker のソースファイルをダウンロードし、自施設のコンピュー
タにアップロードして使用する。この場合は、FileMaker のライセンスが必要となる。自施設の
活用目的に合わせて、好きなようにカスタマイズすることも可能である。 

2）ネット経由で使用：電子カルテ協議会の教材 DB や電子カルテの利用と同様、FileMaker サ

図 2 登録演習用メニュー 

 

図 3 新規患者登録画面 

 

図 4 集計・出力  

 

図 5 部位別・診断年別集計 

 



ーバーに VPN 接続して利用する。この場合、データは他施設の利用者と共有することになる。
FileMaker のライセンスが必要である。 

 

（5）今後の展望 

2021 年 6 月にオンライン形式で開催された日本がん登録協議会の第 30 回学術集会（東京）
のグループセッションでも、多くの実務者が、自身の後継者育成の必要性を訴えていた。また、
2020 年 6 月に発行された「都道府県内での院内がん登録実務者への研修会に関する実態調査報
告書」4）でも、継続的に院内がん登録を実施していくためには、現実務者だけではなく将来がん
登録を担う人材育成にも力を入れていく必要性が述べられている。このように、サマリーは実務
者育成用の教材として役立つものと考える。一方、がん登録システムは、がん登録様式は見直し
されて改訂されることがあるので、そのような変化にも対応できるように、よく用いられていて
ユーザーインターフェイスが豊富な FileMaker を用いて、開発した。利点として、入力項目が
増加してもデータテーブルは容易に項目追加ができ、それに該当する入力画面の編集も容易で
ある。さらに、がん登録の精度が上がればそれに伴って、データの活用ができる実務者が望まれ
る 5,6）。そこで、「統計分析用システム」を「登録演習用システム」と別に構築したことが、本シ
ステムの特徴である。 

実務経験がない者や経験の浅い者でも、教材のがん情報を読込みながら実務に近い登録演習が
できるため、理解度を把握できる。「統計分析用システム」では、がん登録データのインポート
機能を使うことで、自院のがん登録データを CSV に落として利用することができる。さらに、
SPSS 等の分析ソフトを利用して高度な統計分析をすることができる。模擬カルテとサマリーを
備えた電子教材と本登録システムを用いて、がん疾患の理解を深めながら登録技術を修得し、デ
ータ分析まで学ぶことができる。本学以外においても FileMaker を導入することで、本システ
ムを利用したがん登録演習が可能になる。実務者育成の教育ツールとして役立つものと考える。 
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